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２０２１年１０月１０日（日）神学校日・伝道献身者奨励日・

聖霊降臨後第２０主日 

銀座教会 家庭礼拝 

礼拝招詞「こういうわけで、兄弟たち、神の憐れみによってあなたがたに勧めます。

自分の体を神に喜ばれる聖なる生けるいけにえとして献げなさい。これこそ、

あなたがたのなすべき礼拝です。」  ローマの信徒への手紙１２章１節 

 

主の祈り  

交読詩編 詩編３１編２２～２４節 a 

  主をたたえよ。  

主は驚くべき慈しみの御業を  

都が包囲されたとき、示してくださいました。  

    恐怖に襲われて、わたしは言いました  

「御目の前から断たれた」と。  

それでもなお、あなたに向かうわたしの叫びを  

嘆き祈るわたしの声を  

あなたは聞いてくださいました。  

    主の慈しみに生きる人はすべて、主を愛せよ。  

使徒信条 

讃美歌  ４４４ 世のはじめ さながらに 

聖 書 マルコによる福音書９章２～１３節 

9:2 六日の後、イエスは、ただペトロ、ヤコブ、ヨハネだけを連れて、高い山に登られた。

イエスの姿が彼らの目の前で変わり、3 服は真っ白に輝き、この世のどんなさらし職人の

腕も及ばぬほど白くなった。4 エリヤがモーセと共に現れて、イエスと語り合っていた。5 

ペトロが口をはさんでイエスに言った。「先生、わたしたちがここにいるのは、すばらし

いことです。仮小屋を三つ建てましょう。一つはあなたのため、一つはモーセのため、も

う一つはエリヤのためです。」6 ペトロは、どう言えばよいのか、分からなかった。弟子

たちは非常に恐れていたのである。7 すると、雲が現れて彼らを覆い、雲の中から声がし

た。「これはわたしの愛する子。これに聞け。」8 弟子たちは急いで辺りを見回したが、

もはやだれも見えず、ただイエスだけが彼らと一緒におられた。9 一同が山を下りるとき、

イエスは、「人の子が死者の中から復活するまでは、今見たことをだれにも話してはいけ

ない」と弟子たちに命じられた。10 彼らはこの言葉を心に留めて、死者の中から復活する

とはどういうことかと論じ合った。11 そして、イエスに、「なぜ、律法学者は、まずエリ

ヤが来るはずだと言っているのでしょうか」と尋ねた。12 イエスは言われた。「確かに、

まずエリヤが来て、すべてを元どおりにする。それなら、人の子は苦しみを重ね、辱めを

受けると聖書に書いてあるのはなぜか。13 しかし、言っておく。エリヤは来たが、彼につ

いて聖書に書いてあるように、人々は好きなようにあしらったのである。」 
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牧会祈祷 

 天の父なる神さま。一巡りの旅路を守られ、復活の主が死に勝利された朝、礼拝を

お捧げする恵みに感謝いたします。本日は神学校日です。東京神学大学を覚えて祈り

ます。神学校の働きが、主の御心に適うものとなりますように。教職員の方々、献身

者を聖霊によって強めてください。研鑽の日々が主にあって力強く導かれますように。

新たな献身者を起こしてください。全国の諸教会を覚えて祈ります。無牧の教会があ

ります。相応しい教師をお与えください。教会を支える一人ひとりを祝福し、守り導

いてください。病の中、不安の中にある方々を癒し、御翼の陰にお守りください。医

療従事者始め、大切な働きをなされる働き人をお守りください。 

主イエス・キリストの御名によって祈ります。    アーメン 

 

説 教  「白く輝く主の衣」         伝道師 藤田 由香里 

 マルコによる福音書９章は、「山上の変貌」の記事によって始まります。その

始まりはこう記されます。「六日の後、イエスは、ただペトロ、ヤコブ、ヨハネだけを

連れて、高い山に登られた。」（マルコによる福音書９章２節）イエス様が３人の

弟子を高い山に連れて行くこの光景は、旧約聖書の出エジプト記２４章のモーセ

が、ヌンの子従者ヨシュアを連れてシナイ山に登る状景を思い起こさせます。モ

ーセにはヨシュア、主イエスには３人の弟子が伴われました。主の恵みの御業に

は、一緒にそれを見て証しする弟子の姿がありました。「六日の後」とあります

が、モーセがヨシュアを連れて山に登ると、雲が山を覆って、主の栄光がシナイ

山に宿りました。そして「六日間」雲は山を覆い、七日目に主は雲の中からモー

セに呼び掛け、十戒を書き記した２枚の板を授けました。この６日間は、神様が

モーセに語り掛けられるまでの時であり、このマルコ福音書では、この山で重要

な出来事が起こり、重要な主の言葉が与えられることを予感させます。 

 

 その出来事はこの高い山で起こりました。主イエスのお姿が３人の弟子たちの

前で変容しました。イエス様のお姿の変わる様子を、マタイ・マルコ・ルカは微妙に異

なる表現で描きます。マタイは、顔は太陽の様に輝き、服は光の様に白くなったと「太陽

と光」に譬えて言いますし、ルカは、イエスの服は「輝く白」に変わったと形容詞をルカ

なりに変更して豊かな表現にしています。マルコにある表現は、マルコ独特のものです。

「服は真っ白に輝き、この世のどんなさらし職人の腕も及ばぬほど白くなった。」（マル

コ９章３節）と記されます。ここに出てくる「輝く」と「さらし職人」は、新約聖書の中

でこの箇所にだけ出てくる単語です。「さらし職人」（グナフュース）は、洋服関係の職

人を指す言葉です。この言葉は、「綿紡績の工程で行われるカーディングという繊維方向

を揃える行為」や「洋服を着せる」という意味の動詞から来ています。全体的に洋服関係

の職人に用いられます。「輝く」も大きく特別な言葉というより、星が輝く、とか冴えて

いるという意味があり、日常語であったのではないかと思います。この言葉が旧くはペト

ロの証言から来ているかわかりませんが、マルコ福音書の証言者は、衣を白く整えるさら
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し職人の仕事を思い浮かべられる人だったのかと思います。この一文は、主イエスの衣の

白さを目にした時、どんな「匠」と呼ばれる職人であってもこの白さは決して出せないと

感嘆した思いから出てきたのではないかと思います。この世では、見たこともない白い輝

きであったのです。 

 

 今まで目にした中で一番「白く輝く」ものというと何でしょうか。今日は神学校日です

が、わたしの神学校での経験をお話します。わたしは、大学院一年の頃、礼拝委員会の委

員長をしており、全学祈祷会という神学大学全体で礼拝を守り、自由祈祷をする会の担当

でした。その日説教者を担わせていただくわたしは、祈りの中で詩編５１編を選びました。

左近潔先生の東京神学大学の入学式の説教を読んでいると、詩編５１編の説き明かしがあ

り、「２１世紀の真の伝道の言葉」としての悔い改めの祈り、自由な霊を与えられ伝道す

る詩人の姿が取り上げられていました。宗教改革者マルティン・ルターも『主よ、憐れみ

たまえ』と題する書で講解し、この詩編を重んじています。釈義の内に、旧約聖書ギリシ

ャ語の詩編の「雪より白くしたまえ」の言葉が、まさに本日のマルコ福音書の主イエスが

白くなられたという言葉が同じ言葉であり、主イエスの白い清い輝き・贖いによってわた

したちもこのキリストの白い衣を着せていただくという内容をお聞きしました。すると、

全学祈祷会の前日、大雪が降り、祈祷会は中止となりました。わたしは祈祷会担当者なの

で、実家の神奈川から大学に向かいました。天気は晴れですが、雪が積もっていてなんと

か電車とバスで神学校にたどり着きました。神学校の近くに降りると、見事に雪は積もっ

ていて、白い雪の中を長靴で歩いて進みました。その時、雪はとても白かったのですが、

太陽の光を浴びて、キラキラと輝いていたのです。雪の白さは、白く輝いているのだと印

象に残りました。皆さんの知る最も白い地上の白はなんでしょうか。その白、よりも主イ

エスは白く、わたしたちの罪もこのように白くしていただく救いであるのです。 

 地上にあり得るどんな白さにも及ばぬ白さを主イエスは身に纏われておりました。それ

は「天的な白さ」です。イエス様が、神の御子、子なる神キリストであることを示してい

ます。主イエスが成し遂げてくださった贖罪によって、この白い輝きに我々も与るように

させていただけるのです。ヨハネ黙示録７章では、白い衣を纏った大群衆が主を礼拝して

います。 

 主の栄光が輝く山において、キリストは輝くお姿を弟子たちにお見せになりました。こ

こで、エリヤとモーセが主イエスと一緒にいます。ペトロが天的な光景に我を忘れて、３

つの小屋を建てましょうと主イエスに言われました。しかし、主の栄光は限られたところ

におさまらず、自由に輝かれます。旧約聖書では、密雲の中から主の声がしました。そこ

で、律法が与えられました。マルコによる福音書では、この雲の中から、主の声がします。

「これはわたしの愛する子。これに聞け。」（９章７節）この声は、主イエスの洗礼の時

の記事の言葉と重なります。モーセを通して民に律法をお与えになった神様は、この山上

の変貌の山にて言われたのです。「我が愛する独り子、これに聞け」と。キリストの言葉

に聞きなさいとお命じになりました。そして、弟子たちが辺りを見回すと、モーセもエリ

ヤもおらず、ただ主イエスだけがおられたのです。 
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 これらの出来事は、主イエス・キリストが旧約聖書を成就なさった方であることを告げ

ています。旧約聖書の神の臨在と律法授与のシナイ山の状景と重ねつつ、主イエス・キリ

ストこそ旧約聖書の成就、贖罪を成し遂げる神の御子であられることを伝えています。 

 主イエスが弟子たちの前で変容されたというのは、印象が変わったとか、様子が変わっ

たという受け手の印象の話だけではありません。「メタモルフォオー」、この「変容する」

という語は、パウロ書簡で、キリスト者の変容について記されます。「わたしたちは皆、

顔の覆いを除かれて、鏡のように主の栄光を映し出しながら、栄光から栄光へと、主と同

じ姿に造りかえられていきます。これは主の霊の働きによることです」（コリントの信徒

への手紙Ⅱ３章１８節）ここで、パウロはモーセにかけられていた覆いは、キリストにお

いて取り除かれると語ります。人が主に向くならば、覆いは取り去られる。自由の霊は覆

いを取り、キリスト者を栄光から栄光へ、主と同じ姿に造り変えていきます。栄光の主キ

リストに心を向けましょう。主の言葉に聞き、主に望みを置きましょう。主の栄光はわた

したちを造り変え、新しい姿にしてくださいます。 

 主イエスは、山上の変貌の後、弟子たちに言われました。「人の子が死者の中から復活

するまでは、今見たことをだれにも話してはいけない」３人の弟子はこの言葉を心に留め

て、死者の中から復活するとはどういうことかと論じ合いました。今や、語る時が来てい

るのです。主イエスの復活後の教会に生きるわたしたちは、主からキリストの福音を全地

に伝えるようにと言われているのです。 

 祈り 天の父なる神様、主の栄光を讃美いたします。山上で主がお見せになった白く輝

く姿を改めて心に留めます。その衣を着せていただけるようになったわたしたちが、日々

主に向かって、キリストの似姿へと造り変えられていきますように。キリストの福音を全

地に宣べ伝える器として教会を、私達をお用い下さい。主イエス・キリストの御名によっ

て祈ります。アーメン。 

 

祈 祷（各自、自由にお祈りください） 

 祈祷課題 東京神学大学を覚えて、献身者が起こされますよう祈りましょう 

病を負っている方々とそのご家族に主の癒やしを祈りましょう 

      命の危機、不安と孤独に直面している方々に主の恵みを祈りましょう 

      医療従事者の健康が守られ使命が支えられますように祈りましょう 

讃美歌 ５２１ 主イエスよ 心に宿りて 

献 金    

頌 栄  ５４４    

祝 祷  

主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

あなたがた一同と共にあるように。              アーメン 


